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ごあいさつ 「議会だより」は紙面の都合で各議員質問項目の一部

しか掲載できません。詳細については、仙台市議会ホーム

ベージhttp://www.gikai.ciけ。sendaijp/に アクセスして

頂き、会議録http://aspodb‐ searchocom/sendaic/dsweb。

cgi/、質問者 渡辺博 で検索して頂ければ仙台市長、関

係局長担当職員の答弁をご覧いただけます。ご面倒とは思

いますが、何とぞ宜しくお願い致します。

今後仙台市民の福利の向上を目指し一層の精進をお誓いい

たしましてご挨拶といたします。
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公式ホームページ

昨年の夏あの厳しい暑さの中の選挙戦、有権者のご信任

を頂き、八月二十八日から新しい任期が始まりました。仙台

市議会議員として研鑽を積んでベテランと呼ばれるように

なりましたが、新人議員の新鮮な感性を強く意識し、その上

で豊かな経験を有効に生かすベテラン議員ならではの大

きな優位性を力に新たな活動を始めております。

昨年は、平成27年度第三回定例会9月 議会「平成26年度予

算執行の決算をする議会」続いて第四回定例会12月 議会と

連続して議会が開催されました。

何れの議会でも、常に仙台市民の安心安全、福利の向上を目

指して議案の審査、そして政策の提言をしてまいりました。

早いもので、27年度末を迎えます。光陰矢の如し、の喩え

に因めば、一瞬々を大事に一つひとつの課題に対して丁寧

に取り組みをこれからも進めて参ります。

積み重ねの集積が、結果として仙台市の政策をそして社

会を大きく動かすことに繋がると確信しております。そし

て大きく動き始めました。

更に、自己研鑽に励み、点滴巌も穿つ、の心がけで進んで

参ります。今回の市政報告は、新しい任期に入って取り組

んで参りました議会活動の一端を掲載いたしました。
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◆ 会 長 挨 拶 告輝 淵 諦 威彎 思      響 調 爆
員は仙台市議会の中でもベテランとしてご活躍中であります。各定例会で必ず登
壇され行政に対 して建設的な立場で提言、指摘をして来られました。時代の先を見
据えた論点、常に市民の福利の向上、安全安心の確保を基本に考えた政策提言は仙
台市政執行において大きな影響を与えています。全市の選挙も経験するなど、この

度の改選で最大会派に成った自由民主党会派の中でも一番のベテランとしてその豊か
な経験を惜しみなく提供され多士済済で論客ぞろいの会派メンバーの中にあって縁の
下の力持ち的役害1を果たしておられます。

復興計画終了後の今年度は仙台市にとって未来に向けて第一歩を踏み出す大切
な年になります。仙台市政の課題解決に、自由民主党会派を挙げて取り組んでまい

ります。会派にあっても、議会にあって大切なメンバーである渡辺博議員に対 して
ご意見ご要望をお聞かせ頂きますようお願い致します。
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1025 研修東京大手町

区中央市民センターまつり 代表挨拶
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2015112 景観審議会委員委嘱状伝達 美しいまち仙台の要です 20151113 ソフトテニス協会陳情全市のコート整備を要請しています

鶴哺毅贄翼眉群隻
′
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20151125 食品衛 1市民の安全を支えます

1

灯

2015126 伝統文化発表会小学生立派です2015122 猿追上げ激励 野性との共生は難しい

201512:24 地域課題解決陳情の一こま 20151224 駅東地区を走行していた1山石線跡地を残す事業 20161月  消防団で染め式 感謝を込めて乾杯の音頭

平成 28年仙台市公民館運営審議会委員として 平成28年メデイアテークでの事業発表会に評価する立場で

雖  ~著

平成28年 国保運協は三割を超える市民の健康をサポートしています

毎轟

201614‐ 花斉市場の業務開始式 201616 ,肖 防出初式 2016122 老人クラブ講演2016116 極真会館手塚G少年の錬成を見守ります

2016126 調査特別委員会 視察 2016127 調査特別委員会 視察
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たくさん伝えたいこと、お聞きしたいことが成

2015年 第3回定例会 絆成27年 9月 18日 ～10月 23日 )

☆渡辺ひろし一般質問

固
本市財政の硬直化は否めない。県からの交付金 補助金等の獲得も必要と考える。

目翻書を選翼引着占厭廼衆[跳呆ヴ 蘇 、発1珈即輻 .協
議では、地方税財政

11)市 政の信頼回復の取 り判lみ          ・

11社 会情勢を踏まえた安全安心街づくり条例の見直し
1二1防犯カメラ設置助成の促進
.[)東部地区の常に雨水被地改消のための早期の雨水対策

会派代表質疑 (岡部 恒司議員)

市立中学校で起きたいじめ問題の公表と再調査の実施

固出1躍黒髪と語難盆t聟[『よF装縁妻F舗」を鬱lk」躍腺酔製鯛Ψ
圏趙鍾鯖詭駅覇ξ留勇詈聘 :kttrttfttξ昼霰離に解碧燒讐l、輩f

固藁S渕靡
=3魔

占」り坊Jf≧]僣 賞ヾ是3重
要水防区切こなつていない撃した体社

目嵩よ」!ξ僣:ごマJ開覗f卍貧予乙纂湿弊轟鱒 剛 うζ援ヒl瑳ぎ]
その他の主な質疑項目

0選挙管I里 委員会の不適切事務   0マ イナンバー制度への準備と課題

0住まいの再建見通しが立たない仮設住宅居住世帯への対応

O地下鉄東西線各駅の駐輪場整備  C国内外からの投資を誘導すべき

0市政運営の評価と今後の取り組み ○豪雨被害に対する独自支援策を

O風水害時の避難所開設方法の改善 ○防災割練の見直しの必要性

☆決算等審査特別委員会 (渡辺ひろし分)

○バス低床化の促進や地下鉄の案内表示の充実等、バリアフリーヘの取り判tみ

○選挙管理委員会11務 局の体制強化と信fFt卜 l復への対応
●安心安全街づくり基本計画への多様な視点の導入
C地域団体とも連携し効果的な通学との安全確保を

■幼稚日・保育園小中学校の安全と防犯カメラの活用

2015年 第4回定例会 呼成27年 12月 4日～12月 21日 )

☆渡辺ひろし一般質問

固
埜思奈毎層ビ者電:ご

みの処理や駐輪等のルールを守らず、地域社会との間で摩擦が生 じる事例が

目
又 檬 ξ曇尉 げ者

g「もル ルを守 り地囃 会の輝 として暮らせるための難 に、関係機

○ 有 事 に 備 え た 安 全 確 保 体 鶯りの 根 本 的 な 点 検 と 改 善

○通学路の安/T・ 点検と凍結対策

会派代表質疑 (橋本啓―議員)

軌道系交通機関を軸にした今後の都市づくり

固凩鱚雰5]聰鍋義野鎖ぢ賄添装

…

れ媛族いに輪される.

圏纂駁予罰留gt了舞撃薪打魂甲観≧MI戦 3.慇
搬悧護｀

市民利用施設の使用料見直しについて

足日
扁 墓]燿 S黒背 5「

るには 耐 利用施設使用料の利用者elBを 引き上けるだけではなく 瓶

'ロ

ロ経費の

窪罰 募舌亀遷語霧亀駐露言

の導入 指定管理者の公募拡大、大規模改修への P日 手法活用の検討等 経費縮減の取 り組

一日一時 を大切に365日 せ (

ギ
職は 事

運営委員会

責任重大です

201518119 1山 台市国民健康保険運営協議会 議会代表
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ジョン

)ます。Mail:info@hiroshidesuonet
つ他の主な質疑項目

まちづくり政策局の在り方と展望 ○プレハブ仮設住宅の集約と支援

便興事業局廃止後の復興に関する施策と事業の推進体制
マイナンバー制度の市民周知とセキュリティ対策の課題認識

市民会館の今後の在り方 ○蒲生地区の野球場の拡張整備を

9月の豪下被害における農地および農業施設の早期復 日と支援

政策重点化方針 2020の考え方 ○災害8寺情報発10シ ステムの活用策

G7仙台財務大臣・中央銀行総裁会議への市民参カロの機会の検討

国家戦譜特区の医療分野への活用
「総合区J導入についての検討状況と青葉区の人□増への対応

2016年 第 1回定例会 好成27年2月 10日～3月 14日 )

渡辺ひろし一般質問
東北の中枢都市として目指すべき新しい都市像と特別自治市に向けた取り組み

F‐ ども医療費助成の拡充はlF独 自助成の決断をすべき
地方教育行政法改正を踏まえた市長・教育長の認識と決意
「確かな学力」育成に向けた取り組みについて

,標準学力検査の評価  ・教育行政への人材登用
本市の豊かな文化資源の活用と日本伝統文化の継承

予算等審査特別委員会 (2月 25日 )鶴費∝辺ひろし分)

市長の考える「文化」の定義と文化行政の振興について
適切な選挙事務を行うための予算措置への配慮
選挙事務のミスを繰り返さないための決意と取り剖lみ

本市における特別Fl治 市への取り組みと新しい都市像の策定
3月 1日 (市民費)

次期安全安心まちづくり基本計画の策定
一斉メールを活用した、小中学校・地域への防犯情報の提供
学校への防犯カメラ設置促進
防犯カメラ設置助成モデル事業の効果と制度化に向けた検討

(教育費)

教育行政に携わる人材の獲得と育成
行政教育職員選考に一層の工夫を

29年県費負担職員の給与負担事務委譲を期に人事の再考を

派代表質疑 (赤間次彦議員)

災復興と未来へつなぐ仙台の街づくり

]震
災から丸 5年 を迎える。これまでの復 日 復興の総括と未来に向けた街づくりについて伺う。

ヨ羹漂撻難耀覇羅 t頴甚蠣雰霧鮎拓顧睾覧]夕数籠先糧撃量2猛
台のまちづくりの力として、市民の皆さまと共に進んでまいりたしヽ

域課 題 の解 決 のため に区 役 所 の機 能 強 化 を

]地
域の実情に応 じた街づくりをlEめ るため区役所の役割は重要だ。機能強化の取り組みを伺う。

ヨ嚢8努皇を認3望と鶴鶴22盟得罐馨1労臨鰭肝鑢見1様

めとする地域団体との協働連

楽ホール 整 備 の早 期 実 現 を

]さ
共ホール整備の機運と期待が高まっているが 基礎調査の成果を伺う.

]罰寵響渕 易鱗葛蜃彗雷Ъ吻 言「
行つている。今後専門家等の意見を伺い、際

D他の主な質疑項目

哉員の意識改革と組織づくり ○ガス事業の民営化 ○市役所本庁合の建て替えの検討

ため人のため最善を尽くします。
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信条 一日一時を大切に365日せのため人のため最善を尽くします。
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